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二重目的語       状態の持続（～している） 

・「～に…を」という「間接目的語＋直接目的語」の語順   ・「動詞＋“着”」で、状態の持続を表す。否定形は「“没”（有）＋動詞＋“着”」 

目的語の主題化       “把”の構文 

・目的語は、主題になると文頭に置かれることがある   ・“把”によって目的語を動詞の前に置き、処置を強調する 

動詞句を目的語とする文      存現文 

・感情を表す動詞は「～することを」のような動詞句を目的語にできる ・「場所（時間）＋動詞＋目的語」で動作の主体は目的語に来る。存在、出現、消失を表す 

動詞の重ね型       回数（～回…した）、時間量（どれほどの時間…した） 

・動詞を重ねると、「ちょっと～する」「～してみる」という意味になる  ・動作の回数や時間量は動詞の後に置かれ、目的語はさらにその後に置かれる 


